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水田整備状況（令和４年３月末）

整備済

整備率

志加浦のため池群（志賀町）能登外浦４期地区（輪島市）

大日川ダム（白山市）吉野屋地区（宝達志水町）



 ●地域の特長

 ●地　 勢 　等

石川県の概要

 ●位  　　 　置

石川県の農業

近年石川県が開発した

ブランド農産物

石川県は耕地に占める水田の割合が高く、耕地面積の約83％が水田です。手取川扇状地を中心とする県南部

の加賀平野の稲作地帯では、農業法人や大規模経営農家が比較的多くなっています。

一方、県北部の能登地域は中山間地域が多く、高齢化や狭小な農地区画などの課題を抱えつつも、農業の継

続により「世界農業遺産」に認定された能登の里山が保全されています。

作物別作付面積割合（令和元年）

作付延べ

面積

３４，９００ｈａ

■農業の主要指標

資料：石川の農林水産業２０２１

郷土の花：クロユリ

県の木：あて

県鳥：イヌワシ

本県は北陸地方の中部に位置し、東は富山県及び岐阜県に、南は福井県に接
し、北は能登半島として日本海に突出しています。

地形は西南から東北に向かって細長く、東西100.9㎞、南北198.4㎞、海岸線は
約581.0㎞の延長を有し、金沢市をはじめ11市8町からなっています。面積4,186㎢
（うち農地9.8%）、人口１，１18，405人（令和４年４月１日現在）となっています。

能登／能登は、自然が造った雄大な海岸、里人の素朴な暮らし、懐かしい土の匂

い、磯の香りが、どこかに忘れかけていたふるさとを思い起こさせます。

金沢／金沢は、加賀百万石の歴史と伝統を引き継いだ雅な気風が今も残る城下

町で、北陸の経済・文化の中心を担いつつも、しっとりと落ち着いた情緒を感じさせ

ます。

加賀／日本三名山の白山に見守られ、白山を源とする手取川の扇状地に加賀平

野が広がっています。また、山代などの加賀温泉郷は昔変わらぬ温泉情緒にあふ

れています。

こうした豊かな自然環境や恵まれた社会環境の中で、社会経済情勢の変化に対

応した農業農村整備を積極的に推進しています。

百万石乃白（ひゃくまんごくのしろ）
百万石乃白は石川県が11年かけて開

発した大吟醸酒に適した酒米で、米・

水・技が揃った「オール石川の地酒」とし

て令和2年に市場デビューしました。雑

味が少なくすっきりとした味わいで、フ

ルーティーな香りが特徴です。名称は精

米された白米の白さ、仕込み時期の冬

景色が表現されています。

ひゃくまん穀

ひゃくまん穀は石川県が9年かけ

て開発した米で、平成29年に市場

デビューしました。粒が大きく食べ

応えがあり、時間が経っても硬さや

粘りの変化が少ないので、冷めても

おいしいことが特徴です。名称は石

川県の米であることが分かりやす

く、親しみやすいことから選ばれま

した。

水稲

25,000ha 
71.6%

麦類

1,430ha 
4.1%

大豆

1,660ha 
4.8%

その他

6,810ha 
19.5%

全国 全国順位

平成22年 令和元年 令和元年 位

戸 26,411 (15,874) 1,747,079 (45)

販 売 農 家 数 戸 17,136 (13,048) (1,329,591) (43)

主 業 農 家 数 戸 1,817 (1,430) (293,928) (44)

準 主 業 農 家 数 戸 4,120 (2,440) (257,041) (42)

副 業 的 農 家 数 戸 11,199 (9,178) (778,622) (39)

人 22,374 (17,508) (2,096,662) (45) 販売農家

ha 43,200 《40,800》 《4,372,000》 《33》

耕 地 面 積 率 ％ 10.2 《9.7》 《11.7》 《26》 耕地面積/総面積

１戸当たり平均耕地面積 ha 1.64 (2.57) (2.50) - 耕地面積/総農家数

水 田 面 積 ha 36,100 《33,900》 《2,379,000》 《30》

水 田 率 ％ 83.6 《83.1》 54.4 《8》 水田面積/耕地面積

億円 508 551 89,387 43

注：（　　）内は平成27年値、《　　》は令和２年値

農 業 就 業 人 口

項　　目 単位
石川県

備　　　考

農 家 戸 数

耕 地 面 積

農 業 産 出 額

資料：石川の農林水産業2021



　● 簡易な農地改良

農地の大区画化・汎用化による農業の体質強化
　● 県営ほ場整備事業の実施状況

農業用水の安定供給と溢水被害の解消
　● 用排水路整備の実施状況

石川県の水田整備率は、加賀地域で８６％、能登地域で８０％、県全体では８３％となっています。加賀は、平野

部を中心に本県の重要な穀倉地帯としての役割を担っているほか、能登の里山里海は、世界農業遺産に認定を受

けた本県の貴重な財産となっています。県では、農業の成長産業化を目指し、農地整備を推進します。

畦越スロープの設置や田越かん水施

設等により、大区画化が困難な地域に

おいても、米生産コストの低減に資する

よう、簡易な基盤整備を推進します。

県営ほ場整備事業 吉野屋地区（宝達志水町）

石川県内の農業用基幹水路の延長は約３６９kmあります。

中でも白山から流れる１級河川手取川を水源とし、扇状地の

農地約7,000haに農業用水を供給する七ヶ用水や宮竹用水は

全体延長の約５割を占めています。

手取川扇状地における農業用水路は、水路改修後30年から

50年以上が経過し、老朽化が著しいことに加え、都市化の進

行や近年のゲリラ豪雨等により溢水被害が頻発していること

から、七ヶ用水・宮竹用水では、順次、改修を進めています。

○手取川扇状地における水路改修状況

水路全体延長 ２５２km

うち整備済み １４７km

（令和４年３月末時点）

整備率 ５８％

集中豪雨による

田への溢水状況

用排水施設整備事業 郷用水第３地区（白山市、野々市市）

田越かん水畦越スロープ

整備前 整備後

整備前 整備後

水田整備状況（令和４年３月末）

整備済 ２２，６００ha

整備率 ８３%（加賀：８６%、能登：８０%）

１ha程度以上

6,900ha

（26%）

要整備

4,400ha

（17%）

整備対象面積

27,100ha

30a程度以上

15,700ha

（57%）



　●ため池整備事業

災害に強い農村社会の形成

　●地すべり対策事業

農産物流通の合理化と農村生活環境の改善

　●農道整備事業の実施状況

ため池の改修、補強、廃止等の工事を実施することで、決壊等による被害を未然に防止し、農地のみならず人

家、 人命、公共施設等を保全します。

なお、現在利用されておらず、大雨等で決壊し人的被害を与える恐れのあるため池については、全国に先駆け

て令和元年度及び令和２年度の２カ年で154箇所を廃止しました。

矢戸木谷内堤（七尾市）

事業により廃止されたため池事業により改修されたため池

中海地区（小松市）

地すべりによる被害を防止または軽減するために防止

工事及び補修工事を実施し、国土保全及び農業生産の

維持・安定等を図ることを目的とします。

地すべり対策事業で整備された集水井

松根地区（金沢市）

農道整備により、農業の生産性向上・農産物流通の

合理化、農村生活環境の改善を図ります。また農道

は、災害時の代替路線としての役割も担っています。

整備された広域農道

能登外浦４期地区（輪島市）

着工前 施工中

開削直後 完成

※長寿命化対策工事は令和３年度迄概成に含む。

農道の整備状況 （令和４年３月末）

全体整備計画
令和３年度

迄完成
令和４年度

以降実施予定

559㎞ 556㎞ 3㎞

ため池の改修状況 　（令和４年３月末）

： 36

　農　　業　　用　　た　　め　　池 箇所

改 修 済 み た め 池 箇所

令 和 ４ 年 度 事 業 実 施 中 箇所

： 2,229

： 446

地すべり対策事業実施状況（農村振興局）　 （令和４年３月末）

箇所数 面積 箇所数 面積 箇所数 面積 箇所数 面積

ha ha ha ha

令和４年度
以降実施予定

地すべり等
崩壊危険地

合　　計
令和３年度

迄概成

9,4484,148 192

84地区 ／ 5,300ha

5,114 2 186 10882



　● 農業水利施設を活用した再生可能エネルギーの導入

　● ストックマネジメント事業

農村地域の未利用資源の有効活用

ライフサイクルコストの低減と安定的な機能確保

加賀三湖発電所 （小松市）

管理者：加賀三湖土地改良区

宮竹用水第二発電所（能美市）

管理者：手取川宮竹用水

土地改良区

高

低

時間経過

建設

（従来の対応）

施
設
機
能

低

高

建
設
コ
ス
ト

機能診断
対策工事

機能診断
対策工事

更新更新

施設の長寿命化

施設の診断調査 対策工事機能保全計画策定

部分更新

補修

施設の機能診断、機能保全計画策定、計画に基づく対策工事を一貫して実施しています。また、突発的事故が

発生した場合、緊急的な対応を実施します。県内を６地区に分け、平成２０年度から順次実施しています。

珠洲市

輪島市

穴水町

志賀町

羽咋市

内灘町
津幡町

加賀市

小松市

かほく市

七尾市

白山市

能美市

川北町

能登町

中能登町

宝達志水

町

金沢市

野々市町

奥能登地区

寺田川ダム等

中能登地区

邑知潟周辺、ダム等

南加賀地区

加賀三湖周辺等

手取川左岸地区

宮竹用水等

手取川右岸地区

七ヶ用水等 県央地区

河北潟周辺等

農業用水等を活用した発電施設を整備することにより、県内の未利用エネルギーを最大限活用し、地域主導で

再生可能エネルギーを供給する取組みを推進するとともに、売電収入による土地改良区の経営改善を図ります。
河北潟太陽光発電所（内灘町）

管理者：河北潟干拓土地改良区
七ヶ用水発電所（川北町）

管理者：手取川七ヶ用水土地改良区

宮竹用水第一発電所（能美市）

管理者：手取川宮竹用水

土地改良区

：小水力発電所

：太陽光発電所



国営造成施設の管理
　● 国営造成揚水施設等管理事業

農村協働力を活かした資源や環境の保全

　● 国営造成施設管理体制整備促進事業

　●多面的機能支払交付金

農業水利施設が持つ洪水防止や消雪・防火用水といった多面的機能を維持・発揮するために、地域住民な

どの参画による安定的な管理体制の整備・強化を図ります。

○石川県内１９市町のすべてで取組を実施しています。
○農地維持支払の取組面積は約２６，１２９ｈａ、農振農用地面積（３８，３９９ｈａ）に占める割合は ６８．０％、設立
された活動組織は５７６組織となっています。

農振農用地に占める取組面積の割合（令和４年３月現在）

活動組織数（令和４年３月現在）

国営土地改良事業により造成され、県が管理を行っている、大規模で公共・公益性の高い基幹的な農業水

利施設を維持管理します。

(%)

地区名 関係市町 採択年 主要施設

河北潟
金沢市、かほく市、
津幡町、内灘町

S56
防潮水門
排水機場４箇所

加賀三湖 小松市、加賀市 S63
潮止水門

排水機場５箇所

手取川

金沢市、小松市

加賀市、白山市
能美市、野々市市

川北町

S62
大日川ダム
杖川頭首工

邑知潟
羽咋市、宝達志水町、
中能登町

H17
潮止水門
排水機場８箇所

地区名 関係市町 採択年 主要施設

加賀三湖 小松市、加賀市 H12
用水機場２４箇所
排水機場１５箇所

宮竹用水 小松市、能美市 H12
用水機場１１箇所
排水機場１０箇所
用水路１０９ｋｍ

七ヶ用水
金沢市、白山市、
野々市市、川北町

H12
頭首工１箇所
用水路１４３ｋｍ

河北潟沿岸
金沢市、かほく市、
津幡町、内灘町

H12
排水機場１２箇所
排水路９ｋｍ

河北潟干拓
金沢市、かほく市、
津幡町、内灘町

H12
用水機場４箇所
用排水路１０１ｋｍ

邑知潟 羽咋市、中能登町 H12
頭首工２箇所
用水機場３９箇所
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資源向上支払（長寿命化）
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世界農業遺産とは
(Globally Important Agricultural Heritage System ： GIAHS）

農業農村整備事業の概要

世界農業遺産「能登の里山里海」

2002年、食糧の安定確保を目指す国際組織、国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）は、その土地の環境を生か

した伝統的な農業・農法や生物多様性が守られた土地利用、農村文化や農村景観などが一体となり維持保

全がはかられている地域を「世界農業遺産」に認定し、後世に引き継ぐプロジェクトを開始しました。現在、

「能登の里山里海」を含めて世界各地の地域が認定されています。

「能登の里山里海」が世界農業遺産に認定されたのは、生物多様性が守られた伝統的な農林漁法と土地

利用、里山里海に育まれた多様な生物資源、優れた里山景観、伝統的な技術、農耕にまつわる文化・祭礼

などが継承されていることに加え、それらを維持保全していくために、生活様式や食生活などの社会の変化

に適応しながら、里山里海の利用保全が推進されていることが評価されたものです。それは、いわば能登の

暮らしそのものが世界に評価されたと言えます。

2011年（平成23年）6月、石川県七尾市、輪島市、珠洲市、羽咋市、志賀町、中能登町、

穴水町、能登町に広がる「能登の里山里海」が、国内初の「世界農業遺産」に認定されま

した。また、2013年（平成25年）5月に宝達志水町が「能登の里山里海」へ加わりました。

農耕儀礼「あえのこと」 つなぐ棚田遺産「白米千枚田」 （輪島市） ボラ待ちやぐら （穴水町）

●令和４年度県予算及び農業農村整備事業費
　　注）数値は四捨五入してあり、合計が一致しない場合があります。

　　　　■令和４年度６月現計予算（一般会計） ■令和４年度農業農村整備関係事業費
※末端事業費ベース（ソフト費除く）

総額
100.0億円

ほ場整備

35.0億円 35.0%

かんがい排水

16.4億円 16.4%
農道整備

9.0億円 9.0%

農地防災

14.3億円 14.3%

集落排水

2.2億円 2.2%

国営施設管理

6.9億円 6.9%

多面的機能支払

12.3億円 12.3%

環境整備、その他

3.9億円 3.9%

教育費

977億円
16%

公債費

862億円
14%

健康福祉費

1,300億円
21%

総務費

884億円
15%

土木費

636億円
10%

商工労働費

455億円 8%

農林水産業費

373億円 6%

企画振興費

103億円 2%

警察費 250億円 4% その他243億円 4%

歳出総額
6,082億円



いしかわの食と農業・農村ビジョン(平成28年5月策定）

　石川県では、令和７年度を目標年度とする「いしかわの食と農業・農村ビジョン」を策定しており、こ
のビジョンのもとで４つの施策の柱に基づき、生産から加工、流通、販売にわたる関係機関・団体と
連携し、各種施策を総合的かつ計画的に実施しています。

　

農業農村整備推進体制

　米をはじめとする農産物価格の低迷や担い手の高齢化・後継者不足など、本県の農業を取り巻く
環境は厳しいことから、コスト低減･高付加価値化といった収益性の向上や、企業参入等多様な担い
手の確保を進め、農業の成長産業化を促進するとともに(産業政策)、農業以外の多様な収入源を確
保して農村地域の活性化を図り(地域政策)、これらを車の両輪として、農業・農村の振興に向けた施
策を展開していきます。

名　　　　称 郵便番号 所在地 ＴＥＬ ＦＡＸ

南加賀農林総合事務所 923-0801 小松市園町ハ108-1 0761-23-1705 0761-24-2502

石川農林総合事務所 924-0864 白山市馬場2丁目113番地 076-276-0526 076-276-2745

県央農林総合事務所 920-8214 金沢市直江南2丁目1番地 076-239-1752 076-239-1730

中能登農林総合事務所 926-0852 七尾市小島町ニ部33番地 0767-52-3000 0767-53-6141

奥能登農林総合事務所 929-2392 輪島市三井町洲衛10部11番1 0768-26-2326 0768-26-2332

大日川ダム管理事務所 920-2356 白山市阿手町乙2-7 076-254-2120 076-254-2929

●農林総合事務所一覧表 ●農業農村整備関係の組織
（令和４年４月現在）

●４つの施策の柱

車の両輪

農業の成長産業化＝産業政策

農村地域の振興＝地域政策

●基本的な考え方

・次世代に向けた他産業との連携による農業の収益性の向上

・ニーズの変化に対応した生産・販路の拡大と海外展開

・地域の農業を担う多様な担い手の活躍の支援

・地域の強みを生かした里山の振興

石川県庁
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農　林　水　産　部　所在地　金沢市鞍月１－１　TEL　076-225-1111（代表）
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